
霞霞ケケ浦浦のの漁漁業業
ぎょぎょう

  
                                年 組  番 

                          名前 

霞ケ浦では、ワカサギ、シラウオ、ハゼ、工ビなどをとる漁業
ぎょぎょう

や、網
あみ

いけ

すによるコイなどの養殖
ようしょく

(育てる漁業)がさかんに行われてきました。 

しかし、魚のとれる量は、昭和 60年ごろをピークに少なくなってきている

ことから、魚の数を守り、増
ふ

やしていくため、漁
ぎょ

業者
ぎょうしゃ

によるワカサギの人工
じんこう

ふ化・放流
ほうりゅう

事業
じぎょう

や、ウナギの稚魚
ち ぎ ょ

(子供)放流
ほうりゅう

などが行われています。  

 
 

 

 

 

 

 

ワカサギ漁 ウナギ稚魚放流 



 

 

ワカサギをとるために発達
はったつ

した帆曳網
ほびきあみ

漁業
ぎょぎょう

は、昭和 40年ごろにトロール

漁業・しらうおひき網
あみ

漁業
ぎょぎょう

)に代
か

わりました。 

今では、観光
かんこう

のために帆
ほ

曳船
ひきせん

が出され、美
うつく

しい姿
すがた

を見ることができます。 

＊ 統計は茨城県漁政課資料より 
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